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だが彼の死後、約 50 年が経過した頃から見直され、ガンサー・シューラー Schuller, 
Gunther（1925-2015）が 1975年の 5月にヒューストン・グランドオペラで上演して大成





































































の特徴として減 7 の和音の使い方を抽出した。減 7 の和音は短 3度の音程を三回重ねた和
音で、古典的な機能和声法でも使用されるが、それは極めて特殊な効果を狙うものである
ため、その使用は限定されている。
申請者はまず、この減 7 の和音の出現回数がオペラ《トゥリーモニシャ》において 779
回に及ぶこと、また、その和音が響いている持続の総和が、オペラ全体の 14％になること
を明らかにした。さらに、減 7の和音の分類、減 7 の和音を鳴らすパートの分類、減 7 の
和音の書法の分類等を行い、次に減 7の和音とリブレットの関係の分析を行った。19世紀










申請者平井裕也は平成 31（2019）年 1月 23日 14時から行われた公開試問において、ジ
ョプリンのオペラ《トゥリーモニシャ》に関する博士論文について、減 7 の和音の使用方
法に焦点を合わせて発表を行った。議論の中心となる和音については、楽譜を提示すると
ともに、キーボードを使って説明を行った。極めて分かりやすい発表であったため、減 7
の和音についての次のような質問が出された：その持続の計量方法；この和音の書法の分
類方法；この和音の和声的解決あるいは連続使用等。また、減 7 の和音がジョプリンのラ
グタイムでも使われたのかという質問に対して、使われていないことを答えた上で、ジョ
プリンにとって、この和音がオペラのための新しい語法であったとを説明した。いずれの
質問に対しても、誠実に答えた。
その後に行われた最終試験においても、問題に対して誠実に答弁したので、試問担当者
は全員一致で「合格」と判定した。
